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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２６６１回  

２０２２年７月８日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事         テーマ：委員会活動計画発表①  

 担  当：会長・幹事  

７月１５日 テーマ：委員会活動計画発表②  

 担  当：会長・幹事  
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ６ ０例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

司会  中島貞好  
「 君が代 」  「 我 らの生業 」  
 

新旧会長・幹事バッジ交換  
 
江頭直前会長から杉会長へ  
鈴木直前幹事から中村幹事へ  
 

乾  杯    パ ス ト 会 長  杉山智基  
 
 杉会長 、中村幹事年度の輝かしい ｽﾀｰﾄ
と 、 八千代 RC 会員の皆さまのご多幸と ご
健康 、そ して八千代 RC が益々発展する事
を祈念して乾杯致します 。  
 

会 長 所 信 発表    会 長  杉  晟  

八千代Ｒ Ｃ 2022-23 年度  第 56 代会長
に 選 任 い た だ き 本 日 就 任 い た し ま し た 杉  
晟です 。年齢は現在 80 歳です 。来月 ８ /６
で 81 歳にな り ます 。青春 とは人生の或る期
間を言 うのではな く心の様相をい うのだ と ｱ
ﾒﾘｶの詩人 ｻﾐｴﾙ･ｳﾙﾏﾝが言っています 。私
も ﾁｬﾚﾝｼ ﾞ精 神 を 持 っ て 今後 も ﾛｰﾀﾘｰを 楽

し み た い と 思 っ て い ま す 。 会 員 の 皆 さ ん も
同 様 に 考 え て お ら れ る と 推 察 し て お り ま
す 。楽しむためには ﾛｰﾀﾘｰを も っ と知る こ と
が必要です 。そ こで 、今年度の ﾃｰﾏは 、  
ﾛｰﾀﾘｰを 学び 、語 り 、 奉仕を実践してい こ う ｡  

“Th ink（ 各々考えてやろ う ） ”  
と し ま し ま し た 。 我 が ｸﾗﾌ ﾞは 様 々 な 世代 の
集 ま り で す 。 ｼ ﾞ ｪﾈﾚｰｼ ｮﾝｷ ﾞ ｬ ｯ ﾌ ﾟが あ る こ と
を互いに理解 し て 、 例会に 、 親睦活動に 、
奉仕の実践に取 り組みたい と思い ます 。時
代 の 変 化 の 流 れ が 想 定 外 に 速 く な っ て き
てい る こ と は皆 さん も同感でし ょ う 。 世界は
い ま 信 じ が た い ｽﾋ ﾟｰ ﾄ ﾞで 変 化 し て お り 、 そ
の 速 さ は 私 た ち の 思考や制度が追 い つ か
な いほ ど だ と 思い ます 。 そ の大 き な 要因の
一つは ｺﾝﾋ ﾟ ｭｰﾀ･ﾃｸﾉﾛｼ ﾞｰの 発展の ｽﾋ ﾟｰﾄ ﾞ
だ と 思 い ます 。 そ の 極めつ き は 、 ﾃｸﾉﾛｼ ﾞｰ
に よ っ て い と も 簡 単 （ ｽﾋ ﾟ ｰﾃ ﾞ ｨｰ ） に 個 人 が
世界を相手に ﾋﾞｼ ﾞﾈｽが出来 る よ う にな って
きた と言 う こ と で し ょ う 。 この よ う に想定外の
ｽﾋ ﾟｰ ﾄ ﾞの 変化 の中で各世代が習得す る ｺﾝ
ﾋ ﾟ ｭｰﾀｰ、 地球環境 、流行 、 はや り 言葉 （ 略
語 ） な ど の 知識 、 価 値観 、 考 え 方 な ど の世
代間格差が ｼ ﾞ ｪﾈﾚｰｼｮﾝｷ ﾞ ｬ ｯ ﾌ ﾟ と 言 わ れ て
お り ま す 。 し か し 、 こ の 世 代 間 格 差 の 善 し
悪しは別問題です 。 この ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｷﾞｬｯﾌ ﾟ
に よ り 話 がかみ合わない場合が多々あ る と
思い ますが互いにその こ と を理解 し て い た
だ き ﾛｰﾀ ﾘｰを 楽 し む よ う に 御 願 い し た い 。
そ の た め の第一歩は人の話 を良 く 聞 く こ と
です 。 その聞いている間に疑問 とか何か違
和感などあ った と きは機を逸せずに質問す
る こ と で す 。 そ の 行 動 に よ り 新 し い 気 づ き
が あ る と 思 い ま す 。 全 て 同 じ 人 間 のす る こ
とです 。  



- 2 - 

“Take  i t  ea sy” (気楽にいこ うぜ！ )を  
合い言葉にしま し ょ う 。  

さ て 、今年度の会長方針は 、先程申し上げ
た と お り ﾛｰﾀ ﾘｰを 学 び 、 語 り 、 奉 仕 を 実 践
し てい こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”で す 。 内容について
は活動計画書に記載されてい ますのでよ く
読んでおいて く だ さい 。 その中で幾つか御
願いしたい こ と を申し上げます 。  
未 だ ｺﾛﾅ禍 の 先 の 見 え な い 状 況 が 続 き

ま す が こ の よ う な と き こ そ ﾛｰﾀ ﾘｰの 使 命 や
存 在 価 値 （ Purpose ） 、 ５ ５ 年 の 歴 史 あ る 八
千代 Ｒ Ｃ の 強 み 、 弱 み 、 奉 仕 の あ り 方 な ど
を み ん な で 考 え た い と 思 っ て い ま す 。 ま
た 、 今 持 っ て い る 以 上 に ﾛｰ ﾀ ﾘ ｰ活 動 （ 例
会 ） に 関 心 を 持 ち 、 仲 間 と の 繋 が り を 生 か
し て 親 睦 と 奉 仕 に一 層 の 活 動 的 な ｸﾗﾌ ﾞに
な る ため 、 ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｷ ﾞｬｯﾌ ﾟを 互いに理解
しながらみんなで行動していきます 。  
1． 例会のあ り方  
・ ｸﾗﾌ ﾞ会 員は 、多忙の中 、時間をや り く り し
例会に出席している 。  
・ 異業種のみんなで楽し く語 り 、互いに聞 く
耳を持ちま し ょ う 。  
・ 慣 行に と ら われず ﾍﾞﾃﾗﾝ、 若手等が ﾛｰﾀﾘ
ｰの こ と 、仕事の こ と趣味など今まで以上に
意見交換が出来 る よ う に 工夫 し て 行 き ま し
ょ う 。  
・ そ し て多様性を認め合ってい る こ と 、新 し
い発見がある こ とに気付いて くだ さい 。  
2． 親 睦 と 奉仕につい ての認識 を持ち例会
に出席 。例会は 、 Ｒ Ｃ の各人にそれぞれの
役割分担はあ り ますが 、 長幼の序を重ん じ
つつも上下関係がな く互いに尊敬し合って
友情を育み人間力を高め る （ 親睦 ） 場所で
あ る と認識し 、 ﾛｰﾀﾘｰの心 （ 奉仕の理念 ） を
身に付けていきま し ょ う 。  
3． 親睦活動を活発にする  
4． 各委員会委員長の心得 、役割  
5． 会員増強は 、会員数が 55 名以上になる
よ うに活動しま し ょ う 。  
6． 戦略計画委員会  
・ 八 千代 Ｒ Ｃ 「 ﾋ ﾞｼ ﾞ ｮﾝ 2030 」 の 実 現性につ
いて検証をする年度にする 。  
・ 構 成 ﾒﾝﾊ ﾞｰは ﾍ ﾞﾃﾗﾝ、 若 手等に編成替え
を し て 多様な意見を反映 させ る 。 見直 し が
あれば理事会に上程し決定する 。  
7． 研修会について  
・ 八千代 Ｒ Ｃ 「 ﾋﾞｼ ﾞ ｮﾝ 2030」 の ２ 中長期目標
の ４ ． に沿って研修会を実施する 。  
・ 研 修会構成は会長経験者 を ﾘｰﾀ ﾞｰと し て
複数の副 ﾘｰﾀﾞｰ、 ｻﾎﾟｰﾀｰを置 く 。  
・ ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾀｰは 炉 辺 会 談 を 主 に 活 動 し て も ら
います 。  
8． 奉仕活動  
・ ﾛｰﾀﾘｰﾎ ﾟ ﾘｵﾌ ﾟﾗｽへ の寄付を募 る 。 ﾛｰﾀﾘｰ
財 団 寄 付 金 は 世 界 で 良 い こ と を す る た め
に 、各 ｸﾗﾌ ﾞに 寄付の推進を強 く求めてい ま
す 。 会 員 一 人 当 た り の 寄 付 額 を 年 次 基 金

150 ﾄ ﾞﾙ、 ﾎ ﾟﾘｵﾌ ﾟﾗｽ 30 ﾄ ﾞﾙと 目標設定されて
い ます 。寄付金は各人の意思で決め る こ と
で あ り 強 要 す る こ と で は あ り ま せ ん 。 八 千
代 Ｒ Ｃ の 年 次基金への寄付は各人にお任
せし ます 。一方 、 ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽについては ｸﾗﾌ ﾞ
会員全員参加と して 1 ,590 ドル （ 53 名＠ 30
ﾄ ﾞﾙ） の目標設定で寄付を募 り ますが 、少な
く と も一人当た り 2 ,000 円を御願いしたい 。  

さ て 、 最 近 よ く 聞 く 言 葉 に 「 unconsc ious  
b i a s」 （ ｱﾝｺﾝｼｬｽ･ﾊ ﾞｲｱｽ） が あ り ます 。 無意
識 の 偏 見 、 無 意 識 の 思 い 込 み 、 根 拠 の な
い思い込みとい う意味です 。 ｸﾗﾌﾞ組織が発
展 （ 会員が増加 ） す る と 共に異業種の会員
も増えます 。即ち多様性を受け入れる寛容
性 が 必 要 に な り ま す 。 ま た 、 八 千 代 Ｒ Ｃ は
時代 を 読 ん で も 迎 合す る こ と な く 良 い と 思
う こ と に沿 って行動 、 進化してい く と 思い ま
す 。 そ し て 、 画一的な会員でな く 多様な価
値 を 受 け 入れ一人一人が ｲｷｲｷと 活 躍 （ 奉
仕 ） 出 来 る と 思 い ま す 。 み な さ ん 、 こ の こ と
を ｲﾒｰｼ ﾞし て く だ さ い 。 そ し て 考 え て く だ さ
い 。 ﾛｰﾀﾘｰ活動 において 、 良かれ と 思 っ て
無意識に決めつけ た り 押 し つ け た り す る こ
と 、 即 ち 、 自 己 中 に な ら な い よ う に お 互 い
に気を付けまし ょ う 。  

ｼﾞｪﾆﾌｧｰＥ .ｼﾞｮｰﾝｽﾞ R I 会長、小倉純夫
ｶﾞﾊ ﾞﾅｰは 、 目的意識を持って行動 （ 奉仕 ）
すればいろいろな変化を知 り更にその先を
想 像 出 来 る で し ょ う 。 そ し て そ れ ら を 実 現
す る に は ﾛｰﾀ ﾘｰの 繋 が り に 気 づ く と と も に
そ の 繋 が り を 生 か し て 積 極 的 に 奉 仕 行 動
すれば必ず新しい こ と （ 改革 ） が起 こ る と 言
っ てお られ るので し ょ う 。 私はその よ う に理
解してお り ます 。  
物事を進め るのに障害 （壁 ） を感 じ る こ と

があ る と 思い ますがその壁は自分で作って
いる こ とに気付いて くだ さい （ Ｉ ｍ ａ ｇ ｅ ） 。  
“Ｉ ｍ ａ ｇ ｅ ”し た とお りに壁を取 り払って自由
に楽し く “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”そ し て 、みんなで進化し
続け 、いつも元気な ｸﾗﾌﾞに し ま し ょ う 。  
皆さん 、 “Take  i t  ea sy“ (気楽にいこ うぜ ! )  
 

幹 事 方針 発表   幹事  中村賢治  

 
本年度の八千代 Ｒ Ｃ第 ５ ６代幹事に就任

し 、 重 要 な ﾎ ﾟ ｽ ﾄに 身 が 引 き 締 ま る 思 い で
す 。入会 １ ０年目を迎え 、 Ｒ Ｃ の活動を少し
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ずつ理解し 、杉会長の下 これか ら も 学んで
行 く 所存で御座い ます 。 八千代 Ｒ Ｃ 「 ﾋ ﾞｼ ﾞ ｮ
ﾝ 2030 」 に 沿 っ た 、 杉 会 長 が 掲 げ る ﾃｰ ﾏ
『 例 会 を 楽 し み な が ら 、 ﾛｰﾀ ﾘｰを 学 び 、 語
り 、 奉仕を実践してい こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”』 と い
う 目 標に向け て努力 を し て い き た い と 思 い
ま す 。 こ こ 数 年新入 会員が増 え る 中 、 ｺﾛﾅ
の影響で例会等の減少もあ り 、 ﾛｰﾀﾘｰ活動
を学ぶ時間が少な く な っ てい ます 。 個々の
向上 と ﾛｰﾀ ﾘｰ活 動 や会員 同士 の親 睦 、 目
標計画の立て直 し が急務 と考えてお り 、 会
員の皆様と一緒に学びながら活動をして何
事 に も 強 い 八 千 代 Ｒ Ｃ を 目 指 し て 行 こ う と
思 っ てお り ます 。 私自身 まだ まだ若輩者で
は御座いますが 、  “失敗 し て学ぶ ”を ﾓｯﾄｰ
に 失 敗 す る 事 を 怖 が ら ず に 今 年 の 幹 事 を
務めて まい り ます 。 会員の皆様には今まで
と 変わ らぬ御指導 、御鞭撻のほ ど宜 し く お
願い申し上げます 。  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
・ 佐倉 Ｒ Ｃ ５ ０ 周年記念誌を配布しま した 。  
・ 年会費納入を宜し くお願い致します 。  
・ 本年度例会日程を配布いたし ます 。  
・ 地区大会 ｺﾞﾙﾌの ﾃﾞｰﾀｰが届きま した 。  
・ ｸ ﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金奨学生松井様が ｱﾒﾘｶへ
出発致しま した 。お見送 り ： 君塚会員 、遠
藤会員 、江頭会員 、田村会員 。  
・ 青少年短期留学生の ｻﾏﾝｻさん 15 時に成
田に到着予定 。  
・ ７ 月 8 日 （金 ） 11 時半に第一回理事会が
御座います 。出席される役員 、理事 、委
員長の皆様宜し くお願い致します 。  
・ 例会案内  習志野中央、佐倉中央は次
週休会その他の ｸﾗﾌﾞは通常通 りです 。  

 

委員会報告  
青少年奉仕委員会  委員長  菊川秀明  
  
 ｻﾏﾝｻさ ん が 本日到着 し ま す 。 お迎 えの
方はよろ し くお願い致し ます 。 次回の例会
に 出 席 と な る 予 定 で す 。 ま た 来 年 の 夏 の
短期 、 長期青少年交換学生募集が始 ま り
ま す 。 ｸﾗﾌ ﾞで の 締 め 切 り が 8/10で す の で
感心のある方はお声がけ下さい 。  
 
親睦活動委員会    委員長  池田  建  
 
 ﾃｰﾏ旗へ寄せ書きをお願い致します 。  

お祝い  
 
本人誕生日 ：松戸会員 ・市原会員  
結婚記念日 ：山浦会員  
 

新年度役員・理事・委員長就任式  
 
会  長 ：  杉  晟  
直前会長 ：  江頭泰利  
会長 ｴﾚｸﾄ：  君塚欣哉  
副会長 ：  飯生高一郎  
幹  事 ：  中村賢治  
会  計 ：  齋藤敏夫  
副幹事 ：  稲山雅治  
正Ｓ Ａ Ａ ：  浅野正幸  
ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会統括委員長兼  

ｸﾗﾌﾞ奉仕委員長 ：  杉山智基  
出席委員長 ：  山浦恭宏  
ﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑ委員長 ：  中島貞好  
親睦活動委員長 ：  池田  建  
会員増強統括委員長 ：  市原正男  
公共 ｲﾒｰｼﾞ委員会統括委員長 ：飯田明彦  
ｸﾗﾌﾞ広報委員長 ：  田村隆治  
雑誌委員長 ：  朝戸健夫  
ﾛｰﾀﾘｰ財団委員長 ：  安宅照男  
奉仕 ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ委員会統括委員長  

：  遠藤章雄  
職業奉仕委員長 ：  日下部良夫  
社会奉仕委員長 ：  佐々木俊一  
国際奉仕委員長 ：  寺沢一三  
青少年奉仕委員長 ：  菊川秀明  
米山奨学会委員長 ：  佐久間勇治  
ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄY委員長 ：  杉  晟  
研修会 ：  飯生高一郎  
監  査 ：  栗原  稔  
 
激 励 の 言 葉  
杉会長推薦者       上代修二会員  
 
 杉会長中村幹事の年度 が い よ い よ 始 ま り
ま し た 。 そ れ も 今 日 は ７ /１ そ し て 先 ほ ど 調
べま し た ら来年 ６月の最終例会が ６ /30 と 一
年 フ ルの年度 と な る こ と が 分 か り 、 や は り 能
力のあ る人は これだけ ３ ６ ５ 日頑張っ ていた
だ く こ と にな るんだ と 改めて思わせていただ
き ま し た 。 ｺﾛﾅも そ ろ そ ろ収束に向かい 、様
々 な ｲﾍ ﾞ ﾝ ﾄも 開 催 さ れ る こ と と な る と 思 い ま
す 。 こ れ ま で 約 ２ 年半 の 間八千代 ﾛｰﾀﾘｰの
ｴﾈﾙｷﾞｰが不完全燃焼で推移して し ま っ た と
思 い ます 。 杉山年度 、 市原年度 、江頭年度
と 各 会 長 さ ん は 、 自 分 が 会 長 に な っ た ら あ
れ を し よ う 、 こ れ を し よ う と 思 い が あ っ た こ と
と 思 い ま す 。 多分心残 り の こ と が あ る と 思 い
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ま す ので 、 是 非に も杉年度でその思いを く
み取っていただけた ら と思い ます 。 ﾛｰﾀﾘｰ
の 親睦旅行 も 齊藤  年度に函館へ行 っ て
か ら 開催す る こ と がで き ず 、 今年度はど こ
へ連れて行って くれ るのか楽しみにし てい
ま す 。 是 非 に も 楽 し い 企 画 を お 願 い い た
し ます 。 ｺﾛﾅ禍 でなかなか人 と会えない期
間 が あ り ま し た 。 や は り 人 に と っ て 雑 談 が
いかに必要か とい う こ と が身に染みていま
す 。楽しいだけが ﾛｰﾀﾘｰではない と言いま
すが 、 毎週一度昼飯を一緒に食べ顔を合
わせる 、 こんな会はほかにない とい つ も思
っ て い ま す の で 大事 に し て い た だ け れ ば
と願っています 。中村幹事にと って杉会長
はち ょ う ど ｵﾔｼ ﾞの 年代だ と思い ますので 、
大切にしなが ら 、 で も老いては子に従え と 、
二人が良い関係の会長幹事 と な っ てい た
だ け れ ば と 願 っ て い ま す 。 お 二 人 の 年 度
が素晴 ら し い 年度 と な り ま す こ と を 祈念 し
て激励の弁と致 し ます 。一年間宜し くお願
い致し ます 。  
 
中村幹事推薦者       栗原  稔会員  
 
 杉会長 、 中村幹事就任おめで と う ご ざい ま
す 。中村幹事 も 、杉会長 も 10 年前に入会し
ま し た 。 中村幹事のお父 さん も私が推薦し ま
し た が 、 幹 事 に な る と い う 時 に 体 調 を 崩 し 、
退会 され ま し た 。 そ こ で息子 さ んの入会 をお
願 い し ま し た が 、 ま だ ま だ ひ よ っ こ な の で 遠
慮 さ せ て 欲 し い と お っ し ゃ い ま し た 。 そ れ か
ら 数 年 経 っ た 頃 、 我 が家 の庭 の手入れ に来
て く れ た 時 に 、 そ ろ そ ろ 入 会 し て は ど う だ ？
と 声 を 掛 け ま し た が 、 私 も ま だ ま だ で す か ら
と 、 言 わ れ ま し た 。 そ の後 お父 さ ん が 退会 し
て ５ 年 経 つ し 、 も う い い だ ろ う と 誘 っ た と こ
ろ 、 よ う や く 入会の運び と な り ま し た 。 その頃
は 、 私 か ら み れ ば ま だ 若造 で し た が 、 10 年
経 ち 幹 事 と い う 大 役 に 就 く 事 に な り ま し た 。
我 々 も 一 生 懸 命 応 援 し ま す の で 、 こ れ か ら
益 々 八 千 代 Ｒ Ｃ を 輝 く 立 派 な ｸﾗﾌ ﾞに 育 て て
頂 く様 、杉会長を補佐して頑張って下 さい 。  

 

祝 辞       飯生高一郎会員  
 
 杉会長の所信を聞き 、 大変すば ら しい と 感
心 致 し ま し た 。 昭 和 の 時 代 に 物 を い え な い
日本人 と い う 本 などが沢山出ま し たが 、 杉会
長 は 、 誰 よ り も 物 を 言 え る 方 だ と 思 い ま す 。
米 山 奨 学 会 に 関 し て は 、 地 区 で も 堂 々 と 意
見 を 述 べ ま し た 。 理 路 整 然 と し た 文 章 を 書
き 、 た だ 者 で は な い と 感 じ さ せ る 方 で す 。 き
っ と 完 璧にや っ て く れ る と 思 い ま す 。 中村幹
事 は 、 我 が 家 の 植 木 の 手 入 れ を し て く れ ま
すが 、 仕事が早 く て完璧です 。 腕が良 く て頼
み が い の あ る 人 物 で す 。 杉 会 長 と 中 村幹 事
は相性 も良いので 、 よ い ｸﾗﾌ ﾞ作 り が出来 る と
思い ます 。物を言える八千代 RC にな る よ う
に 、素晴 ら しい運営をお願い致し ます 。  
 
～ニコニコ BOX～         \33 ,000-  
 
☆ ７ /７ で満 82 歳にな り ま し た 。    松戸  
☆ 新 会 長 幹 事 １ 年 間 宜 し く お 願 い し ま す 。  
宮 野 ・ 飯 生 ・ 寺 沢 ・ 葉 山 ・ 浅 野 正 幸 ・ 宮 田  
日 下 部 ・ 江 口 ・ 君 塚 欣 哉 ・ 風 間 ・ 上 代  
石渡 ・江頭  
☆ 松 井 さ ん 見 送 り ま し た 。 遠 藤 ・ 君 塚 欣 哉  
☆ 1 2 G ｺ ﾞ ﾙ ﾌ 参 加 賞 で し た 。  植 村  

 
～友愛 BOX～          ￥ 50,000-  

 
☆ ７ /７ で ６ １ で す 。 い つ も 最初にお祝 い あ り
が と う ご ざ い ま す 。 山 浦 会 員 ７ / ７ 結 婚 記 念
日おめで と う ご ざいます 。 よい日です 。市原  
☆ 2 7 回 目 の 結 婚 記 念 日 で す 。    山 浦  
☆ 今 年 １ 年 間 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。 杉  
☆ 皆 様 １ 年 間 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 中 村  
☆ 新 会 長 幹 事 １ 年 間 宜 し く お 願 い し ま す  
栗 原 ・ 小 村 ・ 杉 山 ・ 佐 久 間 ・ 三 井 ・ 安 宅  
鈴 木 ・ 古 川 ・ 松 戸 ・ 浅 野 正 敏 ・ 齊 藤 昌 宏  
池 田 ・ 中 島 貞 好 ・ 君 塚 桂 一 ・ 及 川 ・ 大 中  
市 原 ・ 中 島 仁 ・ 渡 邉 ・ 石 渡 ・ 永 田 ・ 朝 戸  
☆ ｻﾏﾝｻさ ん が 成 田 に 到 着 し ま す 。   菊 川  
 

 近隣クラブ例会日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R .C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R .C  

  例会場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ  
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ     
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館          ７ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ １ ３ ６ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

７ /１  ５ ３  ４ ９  ４ ５  91 . 84  

 

松井さん渡米  頑張って！  サマンサさん来日  ようこそ！！  


